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School Health

集中講義:12月中旬予定

ヘルスプロモーション、メンタルヘルス、疾病予防、感染症、食の安全

本授業では次の３点を獲得することを目的としている。
１）昨今、学校において直面している児童生徒の健康課題等について幅広く理解できるようになる。
２）それを基に学校における保健教育、保健管理ならびに保健組織活動の実際とその実践方法について学修できるようになる。
３児童生徒だけでなく自分自身の健康の増進や維持への意欲を高めていく方法について考察できる能力を身につけられるように
なる。
（知識・理解）
・児童生徒の健康に影響する様々な要因とそれらに対する教育や管理、組織ついて説明できる。
・学校保健に関する課題について、保健や環境、教育など様々な分野の観点から論理的に分析できる。
（知的能力・技能）
・学校保健に関する課題の解決方法の模索に自身から寄与できる。
・それらを基に自らも健康増進への意欲を高めることができる。
・学生間での意見交換により集約された健康に関する見解について、適切な表現法を用いて発表することができる。

第1回
教育における学校保健の目的および役割　

日本の保健制度からみた学校保健の位置づけとその役割

第2回
学校保健の組織と運営

学校における保健教育、保健管理、保健組織活動

第3回
学校における疾病予防および健康増進　

学校における健康診断とこどもの生活管理の重要性

第4回
学校における環境衛生

学校および家庭内で起こりうる健康影響とその因子

第5回
 学校における保健管理

熱中症について

第6回
学校における感染症

学校でみられる感染症の特徴と出席停止基準

第7回
学校給食と食に関する指導

栄養問題、食品問題、食中毒

第8回
学校における安全と防犯・防災および救急処置

救急処置の実際

第9回
子ども～青年期の発育発達と健康課題

児童期、思春期、青年期の基本的な発育発達と顕著な課題

第10回
学校におけるヘルスプロモーション

ヘルスプロモーションの概念と社会の中における学校保健

第11回
学校保健と養護教諭

養護教諭の役割と保健室の教育的機能

第12回
思春期におけるメンタルヘルス

児童生徒にみられるこころの問題

各回とも講義内容を確認し、参考文献・資料を読む。

第13回
学校における精神保健

学校精神保健としての各保健活動

第14回
特別支援教育と学校保健

支援を要する子どもに対する学校保健

第15回
まとめ

学校における保健教育の現状と課題

各回、配布資料を用意する。以下、予習・復習にあたる参考図書を紹介する。
・新版 基礎から学ぶ学校保健　瀧澤利行編（2014）,建帛社: 東京

各回配布資料を用意する。ほか、音声教材、映像（ビデオ/PC/その他画像資料） 

・教科専門科目（（中・高(保健体育)）

以下の3つの観点から評価する
１） 授業に取り組む姿勢（60/100）
２） 課題レポート（20/100）
３） 授業内での発表（プレゼン）（20/100）
遅刻厳禁。授業中の飲食禁止。携帯電話の電源は切り、机の上に置かずにしまっておくこと（各種障がいのために携帯電話が必
要な場合は申し出ること）。

集中講義の日程は、12月中旬を予定


